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   "Bayrena" , a so-called long-acting sulfonamide, was given to a series of 32 patients with 

genito-urinary tract infections. As the outcome of the therapy, complete cure was obtained in 

6 cases, while benefical effect was observed in 16 cases. The remaining 10 cases showed no 

effect. Only 2 patients out of 32 demonstrated some side effects. 

   It is believed that "Bayrena" is a useful drug to genito-urinary tract infections.

新 しい 持 続 性 サ ル フ ァ 剤 で あ るBayrenaは

2-(p-aminobenzenesulphonamide)-5-me-

thoxy-pyrimidineで,次 の 如 ぎ 構 造 式 よ り成

る 白 色 の 結 晶 性 物 質 で あ る.

晒 ◎ 一一 一命OC恥

融点は207.5～209.5℃ で ある.毒 性は他 のサ

ル ファ剤 に比 して極 めて低 く,本 剤並 びにその

アセチル化物 も よく生理的pH域 に溶解 し,腎

臓 に於け る結 晶性析 出の危 険は殆ん ど無 い もの

と考 え られ てい る.腸 管 よりの吸収 は よ く、血

清蛋 白,特 にAlbur【1inと の結合 能は高いが ア

セチル化 率は低 く,従 つ てよ く高 い血 中並びに

組織 濃度 を長期間持続 す る.試 験管試験 及び動

物実験 では,連 球菌,ブ ドー球菌,肺 炎双球菌,

大 腸菌,S.typhimurium,Klebsiellapneu-

moniae等 の グラム陽性球菌 か らグラム陰性桿

菌 に至 る巾広 い抗 菌作用 を示 し,Friedrichs

undWirtz;BUngerundGudrunな ど に よる

広 汎 な臨床実 験に よ り,サ ル ファ剤 として の臨

床 的価値 は既 に高 く評価 されてい る.

我 々はバ イエル薬品KKよ り本剤の提供 を受

け,大 阪市大病院泌尿器科に於いて,尿 性器感

染症を有す る 外来 並 びに 入院 患者32例 に試用

し,そ の効果 を 認めたので その成 績を 報告す

る.

臨 床 成 績

症例:我 々の経験例は第1表 に一括する如 く,男 子

が7例 で女子が25例,計32例 である.そ して性器感染

症の1例 を除いて他の31例 はすべて急性膀胱炎症状を

主徴とする尿路感染症 である.そ の後者 のうちわけ

は,尿 路に何等の解剖学的異常を呈しない膀胱炎又は

膀胱尿道炎が10例,腎 下垂症に合併する急性膀胱炎が

11例(全 例女子),腎 孟腎炎を合併するものが2例,子

宮癌根治手術後(岡 林式)の 頑固な、感染症を有する神

経因性膀胱が1例,急 迫尿失禁を呈するもの1例,

尿道狭窄で腎膀胱結石を合併するもの(術後の感染症)

1例,前 立腺肥大症に 留置カテーテル をおくもの1

例,膀 胱憩室が1例,前 立腺肥大症,膀 胱括約筋硬化

症(男 子)並 びに膀胱頸部硬化症(女 子)等 下部尿路

通過障碍を有するもの5例 の,計31例 となつている.

投与方法:Scholtanに よると,本 剤の191回 経

口投与による遊離型は,第1図 の如 く20時間以上にわ
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第1表Bayrena使 用症例の一括表
.
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Bayrena及 び他 数 種 ス ル フオ ン ア ミ ド剤 の191圓 投 与 時 の 血 巾濃 度 の比 較

(Scholtanに よ る)



霧悼

第2表Bayrena及 び他 数 種 スル フ オン ア ミ ド剤 に よ る各 種 細 菌 に 対 す る最 少 発 育 阻 止 濃度 の比 較(液 体 培 地 γ/ml)
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たつて10～4mg%の 血中濃度を持続する点,他のサル

ファ剤に比し何等の遜色無 く,一 方Knott,Kutzsche

undWalterに ょる試験管試験では,第2表 の如く大

部分の細菌は上記濃度域により発育を抑制されるもの

である.従 つて我々は,本 剤の1錠 が0 .59と なつて

いるので,全 例に於いて第1日 は2錠 即ち19を1回

に投与し,第2日 以降は1錠 即ち0.59を1日1錠 宛

原則として7日 以上,長 いもので39日 間,薬 剤量では

209迄 投与した.平 均投与 日数は12.8日,そ して平均

投与量は6.49で ある.

使用成績:そ の成績は著効が6例,有 効が16例,無

効が9例,そ して増悪が1例,そ の有効率は32例 中の

22例,即 ち68.8%で あつた.尚,1)自 覚症の消失,

2)尿 所尿の陰性化,並 びに3)菌 の消失,に よる所謂

臨床的並びに細菌学的治癒を営んだ例を著効とした.

そして,1)自 覚 症が消失乃至軽減し,1)尿 所見の陰

性化又は改善を認め,3)菌 の消失を認めないか,叉

は菌交代現象を認める例を有効とした.

著効例では投与3～4日 で頻尿,排 尿痛,下 腹痛等

の自覚症は劇的に消失 し,強 力な抗生物質療法にも劣

らぬものであるとの印象を得た.然 し乍 ら,尿 所見の

改善,特 に尿中白血球の消失には6～8日 を必要とし

た.有 効例では著効例に比し,自 覚症の改善は差程迅

速ではなく,多 くは5日 以上を要 して緩徐に 軽快し

た.そ して尿所見並びに膀胱鏡所見が長期間(2週 間

以上)の 投与を以てしても容易に改善せず,遂 には他

薬剤に変更して漸や く治癒に至つた症例をも含んでい

る.

此等の点は無効例を9例 認めた ことと考え合わせ,

サルファ剤の限界を思わしめるが,一 方著効例と有効

例を合わせて32例 中22例 即 ち68.8%の 有効率は,泌 尿

器科領域の感染症に対 して充分に使用に耐える薬剤で

あると考え得 るし,又 現在本邦に於いて用いられてい

る所謂持続性サルファ剤のレダキソ,シ ノミソ,メ リ

953

アソ,ダ イメトソ,メ トプアジン.ス ルキシソ等に比

し何等の遜色のない ものである.

副作用:副 作用を訴えたものは32例 中の僅か2例,

即ち6.2%で ある.1例 は本剤服用2日 後急速に急性

腎孟炎を発症し,急 遠他剤に変更した.第3表 では増

悪として分類しておる症例である.他 の1例 では発熱

と全身倦怠を示したので服用3日 間で他剤に変更した

が,こ の例では僅か3日 間の服用により尿所見の改善

を認めている.そ の他アレルギー性皮膚反応は1例 も

これを認めず,又40日 近 い長期投与例の2例 でも何等

の副作用を認めていない.

結 語

吾 々は新 しい持続性サ ル ファ剤Bayrenaを

32例 の尿路性器感染症 に用 い,著 効が6例,有

効が16例,無 効 が9例,そ して増悪 が1例 の成

績 を得 た.

副 作用 は増悪 を含 めて2例6.2%に これ を認

めた.

症 例数 は少 いが68.8%の 有 効率 を得 た ことか

ら,本 剤 を泌尿器科領域 に於 いて充分 に使用 に

堪 えるサル ファ剤 であ ると考 え る.

文 献

1)BUnger,P.undKoch,G.:Arzneimittel-

Forshung,11:726,ユ961.

2)Friedrichs,P,undWirtz,S.:Medizinische

Klinik,57:1783～1786,1962.

3)Knott,T,,Kutzsche,A.undWalter,A.M.:

Arznei】mitte1-Forschung,11:684,1961.

4)Scholtan,W.:Arzneimittel-Forschung,11:

707,1961.

(1964年9月29日 特 別 掲 載 受 付)




